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名
塚
さ
ん
の
遭
難
か
ら
早
い
も
の
で

七
ケ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

不
測
の
事
故
の
後
任
と
い
う
形
で
理
事

長
に
就
任
す
る
と
い
う
事
は
、
考
え
も

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
故
当
日
の
1
0
月
1
0
日
、
私
は
前
橋

祭
で
知
り
合
い
の
神
輿
担
ぎ
に
出
か
け

て
い
ま
し
た
。
私
へ
の
第
一
報
は
、
当

日
名
塚
さ
ん
の
奥
さ
ん
と
一
緒
に
い
た

墳
町
山
の
会
の
剣
持
か
ら
入
り
ま
し
た
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら

衛
星
携
帯
電
話
に
よ
る
連
絡
で
　
「
名
塚

さ
ん
の
死
亡
を
確
認
し
た
。
」
　
と
い
う

内
容
で
し
た
。
お
祭
り
会
場
か
ら
名
塚

宅
へ
直
行
。
す
で
に
前
橋
山
岳
会
の
小

泉
さ
ん
、
八
木
原
さ
ん
が
駆
け
つ
け
て

い
ま
し
た
。
翌
日
に
小
泉
さ
ん
の
事
務

所
に
事
故
対
策
本
部
を
設
け
る
こ
と
に

し
、
何
も
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
解
散
し
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
前
橋
山
岳
会
を
中
心

に
マ
ス
コ
ミ
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
も

情
報
収
集
を
し
、
遺
体
が
五
、
五
〇
〇

m
に
あ
り
、
収
容
す
る
努
力
を
し
て
い

る
と
い
う
状
況
が
つ
か
め
て
き
ま
し
た
。

9
5
年
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
の
山
田
さ
ん
、

三
枝
さ
ん
、
小
松
さ
ん
の
事
故
か
ら
収

容
ま
で
を
思
い
出
さ
せ
る
状
況
で
し
た
。

あ
の
時
の
収
容
隊
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

名
塚
さ
ん
の
た
め
に
も
遺
体
を
収
容
し

た
い
と
願
い
ま
し
た
。
一
時
は
遺
体
放

棄
ま
で
傾
き
か
け
ま
し
た
が
、
星
野
会

長
の
依
頼
で
、
中
曽
根
顧
問
、
県
知
事

に
ネ
パ
ー
ル
へ
収
容
依
頼
を
み
ず
か
ら

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

別
ル
ー
ト
で
の
愛
知
岳
連
へ
の
依
頼
、

そ
し
て
現
地
で
は
、
奥
さ
ん
と
小
泉
さ

ん
の
努
力
で
収
容
隊
が
編
成
さ
れ
、
同

隊
の
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
に
よ
っ
て
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
〇
〇
〇
m
1
4
座
を
目
標
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
事
故
が
心
配
だ
か
ら
決

し
て
あ
せ
っ
て
は
い
な
い
と
言
っ
て
い

た
名
塚
さ
ん
で
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
現

役
で
登
り
続
け
る
難
し
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

名
塚
理
事
長
体
制
で
副
理
事
長
と
し

て
三
年
二
か
月
。
山
岳
渓
流
会
岩
遊
、

伊
勢
崎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
二
団
体

が
岳
連
に
加
入
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
現
在
休
会
し
て
い
る
会
は
、
沖
電
気

山
岳
部
、
倉
渕
山
岳
会
、
片
品
山
岳
会
、

藤
岡
山
岳
会
、
伊
勢
崎
山
岳
会
の
五
団

体
に
な
り
ま
す
。
市
町
村
合
併
の
た
め

新
治
山
岳
会
は
脱
退
し
、
中
之
嶽
山
岳

会
も
会
費
未
納
の
ま
ま
脱
退
し
ま
し
た
。

若
い
人
が
山
に
登
ら
な
い
、
あ
る
い
は

組
織
に
入
り
た
か
ら
な
い
と
い
う
状
況

の
な
か
、
人
材
確
保
に
各
山
岳
会
は
苦

労
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鞋
馬
県
山
岳
連
盟
の
各
専
門
部
の
技

術
レ
ベ
ル
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

レ
ベ
ル
を
維
持
、
さ
ら
に
は
発
展
さ
せ
、

よ
り
高
度
な
登
山
、
そ
し
て
安
全
登
山

の
啓
蒙
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
分
に
も
今
だ
四
十
歳
前
半
の
若
輩
者

で
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
〇
五
、
五
、
二
五
）
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まんぐ畠山

か
ら
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
と
の
監

査
の
報
告
が
あ
り
、
事
業
報
告
・
収
支

決
算
報
告
・
基
金
調
書
・
競
技
力
向
上

対
策
事
業
収
支
決
算
書
を
一
括
し
て
拍

手
多
数
で
議
案
書
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
、

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
収
支
予
算
お
よ

び
補
助
金
等
に
つ
い
て
女
屋
事
務
局
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
一
括
審
議
さ
れ
て
、

こ
れ
も
議
案
書
通
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
議
事
と
し
て
、
他
県
で
開

催
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
コ
ン
ペ
の

参
加
に
つ
い
て
、
堀
越
利
通
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
部
長
か
ら
強
化
補
助
の
要
請
が
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
会
計
八
木
原
囲
明

氏
、
国
体
部
松
田
龍
彦
氏
か
ら
、
コ
ン

ペ
参
加
は
有
意
義
で
あ
り
、
是
非
応
援

し
て
あ
げ
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
後

日
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
四
月
の
新
治
山
岳
会
　
（
岡
田
太
平

会
長
）
　
脱
会
に
続
き
、
中
之
嶽
山
岳
会

（
飯
島
常
男
会
長
）
か
ら
脱
会
届
が
提
出

さ
れ
、
こ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。

本
年
六
月
三
日
か
ら
八
月
十
五
日
に

か
け
て
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
　
（
八
、

一
二
六
メ
ー
ト
ル
）
　
の
登
頂
を
め
ざ
す

「
轄
馬
県
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山

隊
2
0
0
5
」
　
の
星
野
光
総
隊
長
と
剣

持
典
之
隊
長
か
ら
、
過
日
催
さ
れ
た
壮

行
会
に
つ
い
て
の
謝
辞
と
、
登
頂
に
向

け
て
の
決
意
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
の

盛
ん
な
拍
手
を
受
け
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
岳
連
副
会
長
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
田
中
成
幸
氏
か
ら
副
会

長
退
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
氏
は
今
後
、

岳
連
参
与
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
恒
例
の
岳
連
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
親
し
く
和
や
か
な
交
歓
の

時
が
持
た
れ
た
。

《
平
成
十
七
年
度
主
要
事
業
計
画
》

。
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭
難

防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の
技
術
の
向

上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。

二
、
国
民
体
育
大
会
へ
の
参
加
と
選
手

強
化第

六
〇
回
国
体
山
岳
競
技
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
　
〈
東
京
都
）
　
へ
の
参
加
と
、

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
（
岡
山
県
）

で
好
成
績
を
目
標
と
す
る
選
手
強
化
を

推
進
す
る
。

三
、
日
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研
修
会

等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳
人
と
し

て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
お
よ
び

谷
川
岳
等
の
美
化
活
動
等
の
推
進
に
協

力
す
る
。

五
、
岳
連
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
発
を
図
る
。

六
、
海
外
登
山
の
実
施

第
九
次
轄
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

「
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
」
　
を
実

施
す
る
。

七
、
第
十
六
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競

争
大
会
の
開
催

群
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇
お

よ
び
三
枝
照
雄
両
氏
の
業
績
を
後
世
ま

で
伝
え
る
た
め
、
登
山
の
基
本
で
あ
る

体
力
を
競
い
合
い
、
登
山
の
啓
蒙
、
普

及
、
発
展
の
一
助
と
す
る
登
山
競
争
大

会
を
開
催
す
る
。

期
日
　
九
月
二
十
五
日
　
（
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
（
利
根
郡
川
場
村
）

八
、
第
二
十
。
回
群
馬
県
民
の
日
記
念

事
業
「
第
二
十
八
回
県
民
登
山
大
会
」

の
開
催「

県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加
者
を

募
集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開
催
す
る
。

期
日
　
十
一
月
六
日
　
（
日
）

会
場
　
多
野
郡
上
野
村
村
内

九
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

指
導
員
会
お
よ
び
遭
難
救
助
隊
が
主

管
し
て
、
一
般
会
員
を
対
象
に
登
山
技

術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
指
導
員

の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
研
修
会

を
開
催
す
る
。

十
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
山
岳
写
真

カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
頒
布
な
ど
の
事
業

を
行
い
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
。

十
一
、
第
七
回
関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
の
推
進

関
東
地
区
山
岳
連
盟
が
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い
る
、
関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
を
主
管
す
る
。

期
日
　
十
一
月
二
十
日
　
（
日
）

会
場
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
　
「
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
」

十
二
、
ス
キ
ー
。
山
岳
博
物
館
資
料
調

査
の
推
進

（
平
成
十
七
年
三
月
、

利
根
郡
水
上
町
に
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
　
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」
　
に

展
示
す
る
山
岳
資
料
の
調
査
を
推
進
す

る。西
黒
尾
根
に
お
け
る
雪
上
救
助
訓
練
〉

遭
難
対
策
部
長

平
成
十
七
年
度
の
岳
連
救
助
隊
は
左

記
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

顧
問
　
　
西
山
年
秋

隊
長
　
　
松
永
幸
雄

副
隊
長
　
小
暮
文
彦
、
町
田
幸
男

隊
員
　
　
梁
瀬
佐
市
、
清
水
福
治
、
桜

澤
斉
（
沼
田
）
、
堀
越
利
通
（
董
同
会
）
、

角
田
守
　
（
前
橋
）
、
清
水
裕
千
　
（
む
す

び
）
、
剣
持
典
之
　
（
墳
町
）
、
阿
久
津
幸

弘
、
金
子
茂
敏
、
武
井
幸
一
、
長
山
栄

二
　
（
大
田
）
、
中
村
和
貞
、
飯
塚
敏
宏
、

漢
書
仲
山

小
和
田
美
由
紀
　
（
轄
馬
ミ
ヤ
マ
）
、
沢

田
和
久
、
堤
宏
康
、
岡
田
陽
一
（
山
岳

渓
流
会
岩
遊
）
。

新
た
に
沼
田
の
桜
澤
と
岩
遊
の
岡
田
、

二
人
の
隊
員
が
入
り
、
平
成
十
七
年
度

の
救
助
隊
は
二
十
人
の
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
訓
練
で
様
々
な
遭
難
に

対
応
で
き
る
、
信
頼
さ
れ
る
隊
を
め
ざ

し
ま
す
。
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まんぐ畠山

期
日
　
平
成
1
7
年
4
月
2
3
日
～
2
4
日

会
場
（
縦
走
競
技
）

榛
名
、
水
沢
山
特
設
会
場

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
〉

前
橋
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

参
加
者
　
成
年
男
子
　
8
名

少
年
男
子
　
1
8
名

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
十
時
四
十
分
、
女

子
　
（
少
年
）
　
ス
タ
ー
ト
。
競
技
役
員
も

ゴ
ー
ル
地
点
で
選
手
を
待
ち
受
け
て
い

る
と
、
予
想
し
た
と
お
り
、
昨
年
埼
玉

国
体
で
成
年
男
子
縦
走
競
技
一
位
の
松

本
、
鏑
木
両
選
手
が
圧
倒
的
な
速
さ
で

余
裕
を
持
っ
て
飛
び
込
ん
で
き
た
。
少

年
と
の
重
量
差
5
時
、
少
年
一
位
と
タ

イ
ム
差
は
6
分
3
1
秒
。
ま
だ
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
で
こ
の
タ
イ
ム
を
出
す
の
は
さ
す

が
。
少
年
男
子
は
渋
川
高
校
　
青
木
大

輔
、
原
沢
翔
太
で
一
位
・
二
位
、
沼
田

高
校
　
田
口
修
一
が
三
位
で
ゴ
ー
ル
。

県
北
の
高
校
が
上
位
を
占
め
た
。
少
年

女
子
は
沼
田
女
子
高
校
　
星
野
真
理
恵
、

笠
原
千
裕
が
一
位
・
二
位
と
な
り
、
高

崎
工
業
　
尚
　
亜
美
が
三
位
と
な
っ
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
前
橋
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
特
設
会
場
で
二
十
四
日

開
催
。
ル
ー
ト
設
定
は
オ
ー
ナ
ー
の
柘

植
さ
ん
に
セ
ッ
ト
を
依
頼
。
少
年
男
女

オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
五
分
、
競
技
開
始

十
時
十
分
ス
タ
ー
ト
。
少
年
の
グ
レ
ー

ド
は
1
0
C
、
特
に
ト
ラ
バ
ー
ス
か
ら
側

少
年
女
子

大
会
役
員

競
技
役
員

計
3
3
名

山
岳
競
技
県
予
選
会
は
四
月
二
十
三

日
、
二
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
実

施
。
一
日
目
は
満
開
の
桜
が
咲
く
中
、

星
野
会
長
挨
拶
の
あ
と
縦
走
競
技
が
開

催
さ
れ
た
。

少
年
参
加
者
は
五
校
二
十
五
名
と
少

な
い
が
、
熱
心
に
ク
ラ
ブ
を
指
導
し
て

い
る
顧
問
の
先
生
に
引
率
さ
れ
精
鋭
が

集
合
。
九
時
三
十
分
、
計
量
開
始
。
重

量
成
年
男
子
1
5
時
、
少
年
男
子
1
0
時
、

少
年
女
子
8
時
、
全
員
が
計
量
パ
ス
。

十
時
三
十
分
、
男
子
（
成
年
、
少
年
）

壁
に
移
動
す
る
個
所
が
難
し
か
っ
た
よ

うだ。決
勝
は
一
時
十
分
ス
タ
ー
ト
し
、
ル

ー
ト
グ
レ
ー
ド
H
b
と
か
な
り
難
し
く

な
っ
た
が
、
高
崎
工
業
　
白
石
裕
也
・

南
本
憲
孝
が
一
位
、
二
位
と
な
り
三
位

に
館
林
高
校
　
福
田
傭
人
が
入
っ
た
。

予
選
で
は
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
残
念
。
少

年
女
子
は
沼
田
女
子
高
校
　
西
山
亜
里

沙
が
他
選
手
を
引
き
離
し
一
位
と
な
っ

た。
成
年
男
子
は
予
選
十
二
時
二
十
五
分

か
ら
競
技
開
始
。
ル
ー
ト
グ
レ
ー
ド
1
2

b
C
ホ
ー
ル
ド
が
細
か
で
バ
ラ
ン
ス
の

難
し
い
設
定
の
た
め
か
ル
ー
ト
中
間
地

点
ま
で
し
か
到
達
で
き
な
か
っ
た
、
決

勝
は
グ
レ
ー
ド
を
1
2
b
に
設
定
、
昨
年

の
国
体
選
手
富
澤
太
郎
が
一
位
と
な
っ

た。
《
競
技
会
を
終
え
て
》

成
年
女
子
が
日
程
都
合
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
出
場
に
向
け
、
第
二
回
目
の

予
選
会
を
計
画
し
選
手
発
掘
と
参
加
者

募
集
を
か
け
6
月
に
開
催
を
予
定
。
ど

こ
の
県
で
も
成
年
女
子
は
縦
走
と
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
で
き
る
選
手
が
い
な
く
苦

労
し
て
い
る
。
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五
月
下
旬
、
轄
馬
岳
連
登
山
指
導
部

主
管
に
よ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
が
、

机
上
と
実
技
を
二
目
に
分
け
て
開
催
さ

れ
た
。
講
師
に
は
、
国
際
山
岳
ガ
イ
ド

連
盟
U
I
A
G
M
ガ
イ
ド
で
、
ジ
ャ
パ

ン
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
組
合
員
で
あ
り
、

ま
た
、
文
部
科
学
省
立
山
登
山
研
修
所

の
講
師
も
担
当
さ
れ
て
い
る
長
岡
健
一

氏
を
招
い
て
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
轄

馬
岳
連
講
師
と
し
て
は
、
久
保
田
一
美
、

武
井
幸
一
両
氏
　
（
大
田
山
岳
会
）
　
が
担

当
し
た
。
講
習
の
概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

◇
机
上
講
習
会

期
日
　
平
成
十
七
年
五
月
二
十
七
日

（
金
）
　
1
9
時
～
2
1
時

会
場
　
轄
馬
県
青
少
年
会
館

テ
ー
マ
　
「
間
違
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
技
術
、
岩
場
で
し
て
は
い
け
な
い

こと」
◇
実
技
講
習
会

期
日
　
平
成
十
七
年
五
月
二
十
九
日

〈
日
）
集
合
8
時
、
開
会
8
時

5
0
分
、
閉
会
1
5
時

会
場
　
榛
名
山
黒
岩

《
中
級
》
支
点
を
構
築
す
る
技
術

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
）
、

確
保
技
術
、
懸
垂
下
降
技
術
。

《
初
級
》
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
目
指
す
各
技
術
の
再
確
認
。

机
上
講
習
に
は
二
十
二
名
が
参
加
、

ま
た
、
実
技
講
習
に
は
二
十
七
名
が
参

加
し
、
そ
の
内
、
中
級
十
七
名
、
初
級

六
名
、
初
心
者
四
名
の
構
成
で
あ
っ
た
。

今
回
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
轄
馬
岳
　
　
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
よ
く
分

速
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
　
　
か
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
の
顔
を
見
て
い
る
と
　
　
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
も
の
の
道
具

や
技
術
は
、
年
々
確
実
に
進
歩
し
て
い

ま
す
。
う
か
う
か
し
て
い
る
と
私
た
ち

ガ
イ
ド
の
中
で
さ
え
、
新
し
い
道
具
を

使
い
こ
な
せ
な
い
者
も
出
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
は
残
念
な
が
ら
ど
の
よ

う
な
経
歴
を
も
っ
て
し
て
も
補
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
の
感
じ
た
こ
と
と
し
て
今

後
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
轄
馬
岳

連
独
自
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
文
章
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
無
論
こ
れ
は
基
礎
だ
け
で
い
い

と
思
う
の
で
す
。

例
え
ば

○
ハ
ー
ネ
ス
の
付
け
方
の
注
意
点

○
ロ
ー
プ
の
束
ね
方
、
ほ
ど
き
方

○
基
本
的
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

・
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
／
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
フ

ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
（
八
の
字
結
び
）

＊
ハ
ー
ネ
ス
と
の
結
束

・
ダ
ブ
ル
フ
イ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ノ
ッ
ト

（
て
ぐ
ず
結
び
）

＊
ロ
ー
プ
の
結
束

・
ダ
ブ
ル
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト

（
一
重
し
ぼ
り
）

・
ム
ン
ク
ー
ヒ
ッ
チ
　
（
半
マ
ス
ト
）

・
ム
ン
ク
ー
ミ
ュ
ー
ル
　
（
半
マ
ス
ト
仮

固定）

・
ク
ロ
ー
ブ
ヒ
ッ
チ
〈
と
っ
く
り
結
び
）

・
マ
ッ
シ
ャ
ー
（
巻
き
つ
け
む
す
び
）

○
支
点
の
構
築

＊
い
ろ
い
ろ
な
場
合
を
想
定
し
て

○
ト
ッ
プ
の
確
保
、
セ
コ
ン
ド
の
確
保

＊
こ
の
2
つ
の
確
保
は
何
が
違
う
か

○
懸
垂
下
降
の
手
順
と
注
意
点

な
ど
、
ま
ず
は
醇
馬
岳
連
と
し
て
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
の
で
す
。

優
秀
な
企
業
は
そ
の
活
動
に
伴
う
危

険
を
最
小
限
に
抑
え
る
”
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
〃
を
し
っ
か
り
や
る
そ
う
で

す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
同
じ
で
、
伴
う

避
け
て
は
通
れ
な
い
危
険
因
子
を
い
か

に
少
な
く
抑
え
る
か
の
努
力
を
怠
っ
て

い
て
は
決
し
て
高
み
を
望
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

素
晴
ら
し
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
よ
り
安
全
で
楽
し
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
で

努
力
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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［写真左］

少女クライミング
競技

西山亜里沙選手

［写真下］

成女縦走競技

法領田恵選手
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まんぐ畠山

期
日
　
平
成
十
七
年
七
月
三
十
日
（
土
）

～
三
十
一
日
　
（
日
）

会
場
　
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
東
久
留
米

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
縦
走
〉
八
王
子
裏
高
尾
景
信
山

参
加
者
数

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

本
県
成
女
　
選
手

選
手
　
監
督

2
1
名
　
7
名

2
4
名
　
8
名

2
4
名
　
8
名

法
領
田
恵
、
坂
井

陽
子
、
赤
松
慈
子
。
監
督
　
松
田
龍
彦

少
男
　
選
手
　
青
木
大
輔
、
白
石
裕
也
、

田
口
修
一
。
監
督
　
長
谷
川
喜
久
男

少
女
　
選
手
　
星
野
真
理
恵
、
西
山
亜

里
沙
、
綿
貫
直
美
。
監
督
　
橋
爪
俊
之

成
績

総
合
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
縦
走
）
　
順
位

◇
成
年
女
子
　
＊
印
は
本
国
体
出
場

1
位
＊
千
葉
　
（
ク
1
位
、
縦
1
位
）

2
位
＊
神
奈
川
　
（
ク
4
位
、
縦
2
位
）

2
位
　
栃
木
　
（
ク
2
位
、
縦
4
位
）

◇
少
年
男
子

1
位
＊
千
葉
　
（
ク
2
位
、
縦
3
位
）

2
位
＊
埼
玉
　
（
ク
4
位
、
縦
2
位
）

3
位
　
栃
木
　
（
ク
1
位
、
縦
8
位
）

3
位
　
東
京
　
〈
ク
8
位
、
縦
1
位
）

5
位
　
神
奈
川
　
（
ク
3
位
、
縦
7
位
）

5
位
　
山
梨
　
（
ク
6
位
、
縦
4
位
）

7
位
　
茨
城
　
（
ク
5
位
、
縦
6
位
）

8
位
　
轄
馬
　
（
ク
7
位
、
縦
5
位
）

◇
少
年
女
子

1
位
＊
千
葉
　
（
ク
2
位
、
縦
2
位
）

2
位
＊
埼
玉
　
（
ク
1
位
、
縦
4
位
）

3
位
　
東
京
　
（
ク
6
位
、
縦
1
位
）

4
位
　
茨
城
　
（
ク
3
位
、
縦
6
位
）

5
位
　
辞
馬
　
（
ク
7
位
、
縦
3
位
）

6
位
　
栃
木
　
（
ク
4
位
、
縦
7
位
）

7
位
　
山
梨
　
（
ク
8
位
、
縦
5
位
）

8
位
　
神
奈
川
　
（
ク
5
位
、
縦
－
）

～
二
階
吹
き
抜
け
の
体
育
館
の
側
壁
を

利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
幅
4
～
5

m
、
高
さ
H
m
程
度
で
、
今
回
の
ル
ー

ト
は
高
さ
が
な
い
た
め
、
や
や
蛇
行
す

る
も
の
と
な
っ
た
。
午
前
中
成
年
女
子

と
少
年
女
子
の
競
技
が
二
つ
の
ル
ー
ト

を
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
。
グ
レ
ー
ド

は
1
1
C
か
1
1
d
で
あ
る
。
本
県
選
手
は
、

成
年
女
子
、
少
年
女
子
と
も
に
健
闘
す

る
が
い
ま
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の

後
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
、
壁
全
体
を
使

っ
た
一
本
の
ル
ー
ト
が
作
ら
れ
少
年
男

子
の
競
技
が
始
ま
っ
た
。
グ
レ
ー
ド
は

1
2
a
か
1
2
b
で
あ
る
。
少
年
男
子
も
女

子
同
様
、
予
想
以
上
に
苦
戦
し
結
果
が

出
せ
な
か
っ
た
。

二
日
目
、
曇
り
空
の
中
、
縦
走
競
技

が
行
わ
れ
た
。
湿
度
が
高
く
ム
シ
ム
シ

す
る
。
縦
走
ル
ー
ト
は
、
中
央
高
速
道

の
小
仏
ト
ン
ネ
ル
の
上
を
通
る
馬
蹄
形

を
し
た
ル
ー
ト
で
、
距
離
が
1
0
や
高

低
差
5
0
0
m
程
で
あ
る
。
前
半
は
景

信
山
ま
で
ひ
た
す
ら
登
り
、
小
仏
峠
を

過
ぎ
て
か
ら
は
長
い
下
り
が
続
く
。
ス

タ
ー
ト
は
中
央
高
速
の
ほ
ぼ
真
下
で
、

少
年
男
子
、
少
年
女
子
、
成
年
女
子
の

順
で
1
0
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
熱

中
症
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
栃
木
の

選
手
が
途
中
で
リ
タ
イ
ア
す
る
。
成
年

女
子
は
、
法
領
田
さ
ん
が
6
位
、
坂
井

さ
ん
が
初
出
場
な
が
ら
1
0
位
と
健
闘
し
、

団
体
順
位
3
位
と
な
る
。
少
年
女
子
で

は
、
沼
田
女
子
高
校
の
星
野
さ
ん
が
6

位
、
同
校
西
山
さ
ん
が
7
位
で
ゴ
ー
ル

し
、
団
体
順
位
3
位
と
な
っ
た
。
少
年

男
子
は
、
沼
田
高
校
の
田
口
君
が
5
位
、

渋
川
高
校
青
木
君
が
〓
位
と
頑
張
り
を

見
せ
た
。

今
回
の
関
プ
ロ
で
は
、
本
国
体
へ
の

出
場
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

各
選
手
と
も
み
な
自
分
の
限
界
ぎ
り
ぎ

り
の
努
力
を
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

大
変
感
動
し
て
い
る
。
反
省
と
し
て
は
、

成
年
・
少
年
と
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
弱

い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
施
設
の
問
題
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

育
成
の
問
題
等
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は

多
い
。
成
年
男
子
の
本
国
体
で
の
活
躍

を
期
待
す
る
。

4
位
　
山
梨

5
位
　
辞
馬

6
位
　
東
京

－　茨城
－　埼玉

（
ク
3
位
、
縦
5
位
）

（
ク
6
位
、
縦
3
位
）

（
ク
5
位
、
縦
6
位
）

（
ク
ー
、
　
縦
－
）

（
ク
ー
、
　
縦
I
）

七
月
三
十
日
・
三
十
一
日
と
二
日
間

に
わ
た
り
、
第
0
0
回
国
民
体
育
大
会
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
た
。
初
日

は
、
東
久
留
米
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
行
わ

れ
た
。
会
場
は
、
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
も
併
設
さ
れ
て
い
る
大
き
な

施
設
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
一
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味の店　ドライバーレストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL80278臆53鵜2053
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高崎八幡霊園
観音山聖地霊園
墓地取扱店

墓石指定店

．器　璃
32　3－88　6　7
34　3－　0　2　7　0

携帯　090－8725－8456

電話、弱電工事

霧竃灘棚強酸
〒379°2223

伊勢崎市小泉町252

℡　0270°62°2012

‾萎髪 ＿覆．髪 ＿撫・‘髪髪 ���� ��� ��� 

証∴　薄博 ����繁 子 �ヾ、 髪 ∴ － ∵ �繁 多と 「 �率 ∴ ∴ � 

「∴∴薄∴※畿蕊謙語㍉蕊 � � �� �∵ �∴ �毛髪 � 
∴∴ �乏孝 � � 

髪髪鬱 �� � � � � �「 �∵ ∵ ∴ �∴ ∴ ∴ ∴ �∴ ∴ ∴ ∴ � 

髪髪　髪 ��鬱髪 � � � �� � �∴ �．∴ � 

∴ � � � 

髪髪髪髪鬱 � �紫 � � ��� � � �髪垂 � 

；∴∴∴∴∴∴∴∴　　　　∴ ���1－－一，鵜 発議．認圏 �鸞響 �－∴∵　＼ �－∴∵：言JeL �� � �� � ��∴ ∴十品 ��i柔　　　‘ �� � � � 

∴∴　　∴∴「∵∴ � � �一・1－‾i 一∴ �∴∴∴∴∴∴∴∴∴一 一一・．網子一一i誓－一、〇円一・〇品一一一二一〇〇、・‥ 　‾i！Ci ����� ��� � �：∴ 鬱 �髪 家 主 �������� � 

∴「∴ � � � � � � � �‘響轡轡擬強 �∴∴」∴亭主 �� � ��� � �∴1∴ 

「∵ 　◆ ∴∴∴∴∴∴ 姦髪‾一 夏家i ����� �　　∴∴　　放二 　条霧・‘． 一千　　し∴∴ ・髪髪 、直∴＿ヘー 腿、．・÷一融－／一・一・一二ち一、謬髪姦嬰二1、・二シニ二二一二二二・％・憂鬱繁務髪髪髪 ・鬱　調二1．－1二一一∴顎襲露 

芝を琴参髪　＿　　＿ ����� �∴∴∵∴　∴捌賀賀賀賀．∵．．∴－＿．．、＿∴＿∴∴∴＿＿＿＿＿－∴　∴∴葛8m賀鵜臆賀 　　　　　　　∴∴一∴i∴∵∴∴∴ 

（存）山とスキーの店葎　躍
Drea調RのⅩ

伊勢崎市富子町1819－1

TEL　0270－21－8025

FAX O270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272

）
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日華 � ��霧磐露霧諒一輝∴一義※緩※※※※緩撥蒸発緩緩i翳緩発議繋霧護憲。十十田‾田∴田＿ 

漢語龍三－ �譲灘緩畿緩 ���� ����霧緩．語 ��峯霧讃美鷺一議 ���∴甲田℡「：十 

∵∴ 一二 �i■　　　◆ �　雪圭一ダー ：∴一∴「∴∴三一一∴∴子∴ ∴十二三∴∴　∴∴－ 　蒙髪 　饗妻 妾多；＿ 章一－ 翳髪懇撥襲 ’・鰭鸞繋 　一髪姦 愛妻多妻 　燭謡蜜要 言‾：∴∴∴∴「古道∴－．∴ 

・髪墾 

萎髪 

憂鬱，蒙 

子∵ 一、 �� � �� ��∵ ”髪須釜 � 

鬱鍾暖鬱髪 

鼠 、 婆 翳 友 ＿琴芝 � ��如iルお一一ゆふ山言、一｛一 ��髪で髪‾．＿‾蒙 ∴∴ 

三…老 婆髪 � � � �》rT ● †●暮 ��� �萎髪一 �藍＿缶∴∴　∴＋∴雪ぎ ∴∴∴∵ 議題襲懇　　　　　　年 子 1㌧十、∴ 

∴∴ ま ∴∵ ！ 藷 � �書 ｝ ‾喪 ���� 

饗 ��������� ��敬一∴易∴∴∴享回書一義韓特報、高子．。亨∴霞　一、を主iiJ、逗魂鱈議饗 　　　　　　　　　撰艶麗鞄藷繭 筆録 　　薫藍諸芸㌫÷∴；碑畠。言∴∴∴∴撥　電撃if∵、／庖照摺誰撰霜楽器怒 
ーゞ〇〇十 壷霧霧藷窪読売荻鰭緩羅－1線畿霧－i競王嘉ei　　鬱∴∵∴∴∴；畠臆　∴「∴∴∴書落器轟頚髄 
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寓屋建設グル■プ 

技術をもって、21世紀の人間と環境を考える。 　　総合建設業 
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